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事 業 報 告 書 

１.団体名 カメオカレッジ実行委員会 

２.事業名 カメオカレッジ 

３.対象 事業の対象となった地域や地域住民を記入してください。 

亀岡市内 

４.期間 
実施期間を記入してください。 

※対象期間は最大で令和 6年 4月 1日～令和 7年 3月 31日までです。 

令和７年３月１日  ～  令和７年３月１６日 

５.地域課題・ 

事業目的 
支援金申請書に記入した、地域課題・事業目的を改めて記入してください。 

【課題(現状とそれにより誰がどのように困っているのか)】 

新興住宅が増え、ライフスタイルや価値観の違いからこれまでの地域コミュニティと新たな住民のあ 

いだにつながりやコミュニケーションが生まれづらくなっている。また子育てや自然環境を求めて多く 

の移住・転入者が増える中、「亀岡ならでは」の営みをしている商店主、地元事業者と住民が出会う機 

会が少ない。 

 

【事業の目的(上記の課題をどのような解決結果に導きたいのか)】 

まちの魅力を高めたいと考えている商店主・地元事業者による楽しい学びの講座をつくることで、シ 

ビックプライドの醸成やキャリア教育にも寄与し、住みたくなる、住み続けたくなるまちづくり・コミ 

ュニティづくりに貢献する。また合わせて市内での対面のコミュニケーションを通じた消費機会の創出 

に繋げ、亀岡に暮らす人々が顔の見える関係性でそれぞれの暮らしの質を高めることを目的とする。 

 

６.実施内容 

実施した内容を具体的に記入してください。 

（実施日、場所、内容、講師名、参加者数、参加者の声、その他情報など） 

また、交付決定に記載の条件・アドバイスに対してどのように取り組んだのかにつ

いても記入してください。 

全国に広がる「まちゼミ」や「自由大学」を手本に、お客様、お店や事業者、地域の三方よしを目指 

し、お店や事業者の方が講師となり、プロならではの専門的な知識や情報、コツ、趣味の楽しみな

どを受講者(お客様)に伝える少人数ゼミ(市民大学「カメオカレッジ」)を１６講座開講した。 

 

【事前説明会／オリエンテーション】 

・実施日 令和７年１月７日１４：００〜／９日１９：００〜 

・場所  オンライン（ZOOM）  ・参加者１０名 

 

【出店相談会／交流会】 

・実施日 令和７年１月１６日１６：３０〜 

・場所  リバー!リバー!リバー! souvenirs & BnB  ・参加者１０名 
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【カメオカレッジ開催期間】 

・実施日 令和７年３月１日〜１６日 

・場所  亀岡市内各所 

・内容／講座参加者数（※各講座の開催日は添付のパンフ参照） 

1. ごみの学校〜身近なごみの裏側を知ろう〜（参加者 0名） 

2. ガラスのフォトフレームを作ろう！（参加者 7名） 

3. 亀岡駅＆並河駅周辺のまち探検に出かけよう！（参加者 4名） 

4. 独学で始める！大人のやりなおし英会話（参加者 7名） 

5. 手作りボトルリウム（参加者 3名） 

6. 軒先カフェで発酵ミニ講座と「お漬物セラピー」（参加者 2名） 

7. 亀岡の竹を使い竹箸製作ワークショップ（参加者 1名） 

8. 世界に一つだけの景色をつくろう！ステンシルアート体験（参加者 4名） 

9. 手話の世界を覗いてみよう！（参加者 9名） 

10. オリジナル名刺 orショップカードをつくろう！（参加者 3名） 

11. 自由な絵画「花を描く」（参加者 5名） 

12. 山小屋で学ぼう、ハチミツと養蜂講座（参加者 7名） 

13. ①美味しい野菜の育て方／②自分で育てた野菜を食べよう（参加者 10名） 

14. 亀岡の人気パン屋さん巡り＆パンの撮影講座（参加者 2名） 

15. ロープ１本でできる防災（参加者 5名） 

16. 亀岡野菜の食べ比べ（参加者 3名） 

 

【事後振り返り交流会】 

・実施日 令和７年３月１８日 

・場所  KAMEOKA FOOD kitchen 

・参加者 11名 

 

【交付決定に記載の条件・アドバイスに対しての取り組み内容】 

 イベントの内容や予算に不確定な部分が多いので早急に計画を立てるとともに、中長期的な目

標や計画も意識した事業となることを期待する。 

 第１回目の開催となる中、どの程度の講座エントリーがあるか見立てが立ちにくい部分が

あった。２０講座としていた目標には届かなかったが、想いに賛同しエントリーされた１

６講座の講師と交流を深め意見交換を丁寧に重ねながら、今後のカメオカレッジをつくる

「仲間」として中長期的な視座に立って第１回目の企画を終えることができたのは大きな

成果である。 

 振り返りでの声として、カメオカレッジとして大人向け（30代〜50代向け）の企画として

のイメージを打ち出せたことで、これまでに客層との接点ができたとの声が多く寄せられ

た。「ターゲット設定をしても良いのでは」という声があがる中で、パンフレット記載内容

に「親子向け」「大人向け」「全年齢対象」などの企画参加推奨年齢を表記するなどの工夫

なども次回への課題として挙げられた。また、子どもたちの夏休み期間に「コガメカレッ
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ジ」として親子で亀岡の暮らしを知るための機会としてのスピンオフ企画のアイデアも出

されている。 

 主な広報媒体がパンフレットや SNS に限られていた為、広報においては課題が残る。また

今後はウェブの参加フォームを整備するなどしてスムーズな参加導線を整えると共に、新

たな講座を実施する事業者等へのアプローチを続けたい。 

 

 商業振興を目的とするのではなく、ソーシャル・キャピタルの醸成のために、多様な亀岡の地

域資源を活用すること。 

 カメオカレッジは商業的な意味合いも兼ねているものの、商業振興を第一の目的にした取

り組みではない。本質的には「亀岡の暮らしをみんなで楽しむ」ことを目的にした取組み

であり、亀岡での暮らしを楽しむ仲間づくりを目指している。今回の各講座においてはそ

のようなコンセプトに共感・賛同してくださった講師の方々を中心に亀岡の豊かな地域資

源を活用した多彩な講座を企画した。受講者同士の新たな出会いはもちろんのこと、亀岡

の豊かな地域資源への出会いや発見、また講師同士の新たな交流も芽生えた。 

 

 

７.成果と 

課題 

事業の実施により、課題解決がどのように図られたのか、申請時の事業計画書と対比さ

せるかたちで、事業の効果や成果と課題を下記の①～④ごとに記入してください。 

① 実施結果数値（6.で記入した事業の回数や参加者数などをまとめてご記入ください） 

・参加店舗、事業者数 目標 20講座 → 結果 16講座 

・参加者数      目標 100名 → 結果 72名 

 

② 事業による変化・成果（課題解決にどのような効果があったのか） 

申請時の事業計画書では、「亀岡ならでは」の営みをしている地元事業者と住民の出会う機会が

少ないことを課題として挙げていた。今回のカメオカレッジを通して、参加者アンケートでは以

下の声が寄せられ、一定の課題解決に資する取り組みになったものと考えている。 

 今は広告も販売もネット、SNSが主流でこのカレッジも SNSを通じての告知ですが、実際に

生産製造者と直接話して商品を買う楽しさはネットでは味わえないものがありますので、リ

アルを楽しむキッカケとして今後も色々続けて欲しいです。 

 はじめての亀岡でしたが、もっと時間が欲しい、色々巡りたいと思いました。これを機にま

た亀岡のイベントに注目してみようと思います。 

 地元の方々が企画されるという事で、大変おもしろいと思います。亀岡の新たな発見になっ

て良いと思います。 

 

③ 事業を実施しての課題 

 開催時期の課題 

今回のカメオカレッジは３月の実施となり、講座を企画した事業者にとっては年度末の繁忙

期と重なった方が多かった。次回は時期を変更することで、今回参加を断念された事業者に

も参加いただけるようにしたい。 
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 広報期間、広報媒体の課題 

今回はパンフレットなどの広報ツールをゼロから立ち上げるために制作期間がかかった。こ

の影響でパンフレットを配布できる期間が短かったため、開催期間序盤の講座へ参加者集客

が間に合わない事態が生まれた。開催期間後半にかけては、広報が浸透した成果が現れ、参

加者集客につながった。また試験的に Instagramのエリア広告を亀岡市に限定して配信した

ことで、SNS からの流入や受付も増加した。今後は広報期間を長くとることに加えて、SNS

を活用した広報にも積極的に取り組みたい。 

 

８.協働の 

効果 

今年度の事業実施にあたって、他団体等と協働（協力）された事例がある場合は、その

効果や今後の関わり方について、記入してください。 

カメオカレッジは亀岡の事業者が講座を企画することで「出店」する形をとっているが、講座を企画した

事業者同士の繋がりが生まれ、今後のカメオカレッジを「企画側」として関わりを持ちたいという声も上

がっている。今後は実行委員会の関わりしろを広げ、企画側での協働体制を構築していく。 

 

９.今後の展開 
事業の実施成果と課題を受けて、今後の事業展開をどのようにされるのか、申請時

の事業計画書と対比させるかたちで、記入してください。 

 実施内容 資金獲得方法（助成金・寄附金） 

２年目 

ウェブサイト、参加申込システムの作成 

年１回〜２回の開催。また子ども向け企画の実施。 

助成金を中心として一部自己資

金で展開 

３年目 

ウェブサイト、参加申込システムを活用し、年間を通

していつでも開催できるような仕組みを整備。 

自己資金を中心として一部助成

金を活用 

10．SDGｓ 

への取組 

SDGs（持続可能な開発目標）は「誰一人取り残さない」持続可能でよりよい社会の

実現を目指す世界共通の目標です。2030年までに達成すべき 17のゴール（目標）

と 169のターゲット（具体的目標）から構成されています。 

今回実施された事業によって取り組めたゴールの番号と内容をご記入ください。 

番号 取組の内容 

3 

4 

8 

11 

17 

すべての人に健康と福祉を 

質の高い教育をみんなに 

働きがいも経済成長も 

住み続けられるまちづくりを 

パートナーシップで目標を達成しよう 

 

※チラシや参加者への配布資料、事業実施写真など実施状況が分かる資料がある場合は添

付してください。 

※記載内容が本様式に入りきらない場合は、適宜追加してください。 



2025年3月17日　京都新聞朝刊



２：ガラスのフォトフレームをつくろう ４：大人の英会話・英語コーチング

５：手づくりボトルリウム ６：軒先カフェで発酵ミニ講座と「お漬物セラピー」



７：亀岡の竹を使い竹箸製作ワークショップ ８：世界に一つだけの景色をつくろう！ステンシルアート体験

９：手話の世界を覗いてみよう！ １０：オリジナル名刺orショップカードをつくろう！



１１：自由な絵画「花を描く」 １２：山小屋で学ぼう、ハチミツと養蜂講座

１３：美味しい野菜の育て方／自分で育てた野菜を食べよう １４：亀岡の人気のパン屋さん巡り講座＆パンの撮影講座



１５：ロープ一本でできる防災 １６：亀岡野菜の食べ比べ






